













































図 1に調査 した外海地域の煉瓦造建造物群の分布図を示す｡2003年 2月から2003年10月ま
での期間に折々現況調査を実施 した｡図に示すように,これまでの本調査によって確認 し




図 1 長崎 ･外海地域における ド･ロ神父遺構の位置図
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結晶片岩は温石 (おん じゃく)石とも呼ばれ,古 くから家屋の外壁や石塀,石垣の組積に
利用されている｡ 年平均風速の全国分布図7)によれば,角力灘に面 した西彼杵半島は地上
の年平均風速は2m/Sを越える風の影響を受けるなど地理的に特異な環境にある｡集落は





降,何れの領地の住民 も隠れキリシタンとなりその教えを守 り続けた｡遠藤は, ｢･･･｡
このようにかくれ切支丹の信仰は本来の基督教から生まれながら,親とは似つかぬものに
変化 している｡それは時代の遺物にすぎず,この遺物は蝉のぬけからのように ･- ｣ 8)
と述べている｡禁教令が解かれた明治初期, もはや隠れキリシタンの信仰がキリス ト教そ
のものではなかったのであろう｡長崎開港を契機にいち早 くパ リ外国宣教会は我が国への
布教活動を開始 した｡フランス人の宣教師マルコ･マリア ･ド･ロ (Mar°-MariedeRotz,
1840-1914)は明治元年 (1868年)にフランスを旅立ち長崎に渡来 して石版 (平版)印刷術
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を伝えた9)｡同神父は一時期横浜へ移動 したが,明治6年には再び大浦天主堂付となり後
に外海地方の信徒のために身を投 じた｡明治12年 (1879年)に外海地方の主任司祭として赴
任 し,出津郷の出津教会堂を始め多 くの施設を私財を投 じて建設 し,授産事業を行い,也
域の社会福祉 ･教育 ･医療に多大の貢献をしたと伝えられている｡当地での終生に亙る偉





ド･ロ神父は,土木建築に造詣が深 く,自らが設計 ･施工を主導 した長崎 ･外海地域の
建造物の遺構11,12)として,旧羅典神学校 (1875年),出津教会堂 (1882年),旧出津救助
院 (1883年),旧出津鰯綱工場 (1885年),大野教会堂 (1893年),旧長崎 (大浦)司教館
(1915年)がある｡これらの多くは和風の技法を混在させた擬洋風様式の木骨煉瓦造建造物
である｡また,小屋組は直材を陸梁に用いたキング ･ポス ト･トラス小屋組である｡ ド･










礎理論と建築工具と工法等の手ほどきを受けた｡ ･- ｣ 15)と言う｡ 鉄川は終生 ド･ロ神
父を建築の師として敬愛 していたと言われる由縁である｡同神父の作品群に見る共通点と
して,林は, ｢･･･質実剛健さや実用的合理性を優先する姿勢であり,かつそこにはリ
ブ ･ヴォール トの使用が全 く見られない点が注目される｡ ･･･ (中略) ･･･たしかな
建築技量からすれば,むしろ意識的にそれを忌避 していたかもしれない｡ - ｡｣ 16)と述




旧羅典神学校 (図3)は長崎市域にあり我が国最古の学校建築 ･神学校である｡ 木骨煉
瓦造三階建,地下一階の北側以外は三方とも煉瓦造であり,その外壁及び内壁を漆喰仕上
げしてある｡一階大曳基礎の煉瓦積は露出している｡また,庭先の崖に掘られた横穴に貯
蔵庫 (1.1×1.6×0.7m3) として使われたと見られる煉瓦積がある｡ このような場所に煉瓦
の刻印が見られる｡
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図 3 旧羅典神学校 (長崎市南山手町)
図4 旧救助院跡 (西彼杵郡外海町出津)
左側 :ド｡ロ神父と子供の像 後方 ;旧救助院 (2階建)










内部漆喰塗 りであったことが判明 している｡現在の教会堂は木骨煉瓦追, トラス小屋組の
構法を取 り入れてある｡屋根や株高を低 く抑えてあるのは暴風被害を防 ぐために配慮され
たことと言われている｡建物の概略寸法は,全長37m,幅11m,建築面積407m2である11)0

























壁の役割を担う｡ 右横の技法は元来この地方に古 くから在った土着的な構法である｡ また,
ド･ロ神父の故郷 ･フランスのヴォスロール地方には右横の構法が在 ったと言われている
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れがある｡我が国最古の長崎の鉄橋 ･出島橋の トラス橋に見られるように,細 くて軽 く,
而 も強い部材で構造物を造る方法が トラス構法である｡ これは,二つ以上の直線状の棒の
両端を,摩擦のないヒンジで連結 して造った構造物のことである｡ ド･ロ神父が木造建築





た ド･ロ壁と称されている｡この石壁の目地材は ド･ロ神父が考案 したものとして知られ







旧救助院の壁体を図 6 (a)～ (d)に示す｡図 (a), (b), (d)は何れも被覆材の
モルタルが剥離 して下地が露出していることが分かる｡図6 (a)は外壁の蹄嘉煉瓦積 (1.
2×1.3m2)である｡風雨に晒されて風化 ･侵食が著 しい部分がある｡図6 (b)は外壁の ド･
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ロ右横 と呼ばれ自然石 ｡結晶片岩の右横である｡ 図 6(C)はパ ン焼窯跡の煙突部分 (0.2
×0.3×2m3) である｡図5の ｢聖 ヨゼフの仕事場｣に図示された煙突に相当する｡屋根よ
り上の煙突上部は欠落 し下部の部分が残存 している｡図 6 (d)は旧食堂内部の壁体煉瓦積
(1.3×1.6m2,1.6×2.5rF)の東側内壁であるが薄手の蒔弟煉瓦と厚手の普通煉瓦が混在 し














建造物名称 所 在 地 一築造年 増改築年 煉瓦の寸法 刻印種類
出津教会堂 外海町西出津郷 1882 1891,1909





ド.ロ神父記念館(旧鰯綱工場) 外海町西出津郷 1885 1968 ll.5×22.3×5.3
大野教会堂 外海町大野郷 1893 1926

















表 2に刻印の模様の外形が占める面積 S (cnf)及び溝の深さD (cm)の平均値の結果
を示す｡観察 された刻印は円形を基本 とする刻印である｡刻印の形態については,大円に
小円を重ねた ｢二重丸｣,13佃の小孔を円形に配列 した ｢破線丸｣で表 し,円内の模様別号こ
よる花弁模様の ｢花弁丸｣,-の字の ｢九一｣,片眼龍の ｢丸孔｣として略記 している｡
表では,各々の建造物の壁休煉瓦に見 られる刻印は,最大面積は約 2cm2,溝の最大深さは
約0.1cmである｡
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表2 刻印模様の面積S (cm2)及び溝の深さD (cm)
二重丸 (大) 二重丸 (小) 花弁丸 破線丸 九一 丸孔
旧出津救助院壁体 ∫ 1.81 1.91 1.19 1.07 0.90
D ■0.09 0.06 0.06 0.06 0.09











印の摩耗の少ないものを示 したが,建物の壁体煉瓦の多 くは風化が進行 しているためにこ
れら以外の類似 した刻印の外貌は不明瞭である｡
旧羅典神学校の煉瓦積には図8 (a), (b)に示すように2種類の刻印がある｡両











8 (b)のそれぞれに対応する｡ ｢破線丸｣の刻印,図10(C)と ｢九一｣の刻印,図10






















表 3 各建造物壁体煉瓦に見る類似 した刻印の種類
A B C D E F G H Ⅰ J
A 小菅船架捲揚器械小屋 × 1 4 1
B 海底電線小ケ倉陸揚庫 1 × 2 5
C 佐藤家石造倉庫 ×
D 影照院跡煉瓦門 ×
E 高林寺煉瓦門 2 ×
F 金星観測台基石 × 1 1_
G 旧唐人屋敷跡煉瓦塀 4 2 1 × 2 1
H 大浦天主堂煉瓦塀 5 ×
Ⅰ 旧出津救助院 2 ×
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